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発

4
4
孫
自
殺
月
一
↑

間
防
総
日
開
月
お
持
拡一
時
然
、
さ
も
間
刺
繍
し
に
加
、
わ
り
火

察

あ

作

T

U

H

Z

i

H
H
I
=
の
白
川
の
惜
践
し
い
季
節
主
な
れ
ソ
ま

端
情
対
的
五
行
=

ー
ご
し
た
。
今
年
も
十
一
月
二
十
六

千
千
出
世
間
開
発
じ側
守
口
か
ら
十
二
晃
一
一
日
ま
で
舎
内
閣

~
い
っ
せ
い
に
秋
の
火
災
予
仲
間
遂

プ
紛
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

一
消
防
本
総
で
は
、
火
災
予
防

コ
議
齢
期
幾
歳
要
緩
を
次
の
よ
う
に

一
絞
め
、
こ
の
滋
総
合
後
し
殺
め

-
る
こ
と
に
し
て
お
争
ま
す
む

一
で
、
皆
様
む
ど
協
力
を
お
開
閉
い

仰
い
た
し
ま
す
。

炉
摺
掛
鮎
闘
の
倒
的

吋
と
的
運
動
は
、
と
れ
か
ら
火

刊
災
多
発
州
側
丸
信
途
え
る
に
あ
た

p

一
添
削
民
一
人
一
人
の
防
火
胤
思
議
の

一
向
上
を
図
り
‘
火
災
の
発
生
拘
問

吋
止
と
人
品
開
制
羽
市
閉
幕
絞
め
枕
削
減
を

一
刊
誌
的
仰
と
し
て
い
ま
す
。

一
絞
-
一
線
腕
嗣

也
吋
あ
ぶ
な
い
ノ
液
し
忘
れ
、

γ切
り
忘
れ
い

吋
外
山
制
す
る
昨
吋
は
も
ち
ろ
ん
、

.
ガ
ス
や
電
気
の
後
刻
後
は
必
ず
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暖
一
誇
器
具
の
攻
り
設
い
は
特
に
注
意
を

一
応
段
、
滋
樹
剛
山
川
吋
を
切
っ
て
、
初
出

し
忘
れ
や
切
り
d

忘
れ
の
な
い
こ

と
を
磯
認
し
、
火
災
発
生
を
紡

止
し
た
い
も
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
殺
気
も
骨
格
品
開

し
、
強
い
同
州
も
吹
く
の
で
、
一

皮
火
災
に
な
る
と
火
ぬ
ま
わ
ち

が
ネ
く
、
犬
火
に
な
る
こ
と
が

あ
ち
ま
す
。
コ
孫
自
家
に
開
拭
っ

て
火
事
に
な
る
こ
と
は
な
い
」

主
畿
で
も
考
え
て
い
る
よ
う
で

す
が
、
火
事
同
弘
、
い
つ
、
H
Y

いこ

か
ら
泌
総
す
る
か
わ
か
ち
ま
せ

ん。
今
年
の
滋
動
で
は

mw

わ
が
家
の
紛
火
臨
時
点
検

め
た
ば
と
の
投
捨
て
k
授
た

ば
と
め
時
抑
止

命
緩
一
房
繁
信
州
の
ぷ
品
供
主
廷
し

い
使
い
方

@
検
部
帥
剛
、
事
幹
部
一
所
、
学
校
盤
可

多
数
の
人
が
燃
入
り
す
る
時
間

火
対
象
物
に
お
け
る
消
火
滋

齢
締
約
淡
の
実
施

M

何
時
間
火
管
制
聡
殺
を
中
心
と
す

我
孫
子
総
滋
挙
管
理
委
民
会
同
弘
、
十

丹
波
悶
M

議
員
只
会
安
線
開
搬
し
、
閥
的
年
一

丹
二
十
四
日
結
晶
綴
織
了
に
伴
ラ
絞
殺
子

市
長
潔
挙
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
き
め

ま
し
た
。

血
管
一
軍
は
小
平
等
十
二
丹
十
七
日
に
し
、

立
後
務
総
出
向
綴
問
問
は
俊
一
郎
わ
口
H

か
ら
一
一

口H
簡
で
十
一
一
凡
十
八
詞
締
め
切
ら
れ
ま

す。
閣
隣
教
の
制
期
日
H

(

投
線
路
〉
は
十
一
一
万
一
…

十
七
口
H

ハ
日
醐
照
的
問
)
で
す
。

ま
た
、
火
員
と
な
っ
て
い
る
市
議
会

銭
関
同
一
一
名
の
繍
欠
、
議
挙
も
河
時
に
行
な

う
と
と
に
な
ち
ま
し
た
。

る
潟
市
山
約
な
浴
時
間
判
地
縁
瑚
同
協
時

の
盛
ん
皆
担

M
W

消
時
抑
制
剤
師
蹴
僚
の
点
検
お
よ

ぴ
蜘
民
間
刑
制
訓
練
の
期
間
泌

務
死
者
事
絞
め
袖
抑
止
に
設
中
市
川

を
お
き
‘
総
幾
歳
に
は
必
ず
中
丸

会
一
お
点
検
時
制
行
に
カ
殺
人
れ
、

火
災
防
止
な
ば
か
る
こ
、
と
に
し

て
い
ま
す
。

な
お
、
予
防
漆
齢
制
災
施
畑
却
問
問

中
に
次
の
よ
う
な
行
事
安
刊
行
な

い
ま
す
。

mw

十
一
月
二
十
六
日
ハ
ム
ホ
〉

午
最
期
ム
ハ
臨
吋
常
務
時
間
器
、
各
分

附
問
符
い
っ
せ
い
に
サ
イ

V

ン
、
半
銭
簿
の
吹
鳴
、
打
品
鱒

・
を
行
な
い
ま
す
。

品w

b官
分
間
の
人
協
同
、
務
長
等

巡
回
点
検
お
よ
び
火
災
予
仲
間

笈
円
相
会
一
十
六
日
〉

品W

掛
倒
防
本
線
、
稔
険
物
安
全

協
会
、
防
火
協
会
協
隠
持
出
火

笈
絞
パ
レ
ー
ド
ハ
十
一
品
開
月
一

口
H

午
前
中
e
U

出
場
潟
周
防
火
対
象
物
門
中
央

樺
現
・
滋
雄
制
究
所
)
な
ど
に
お
け

る
浴
時
出
開
問
綾
織
問
、
選
難
殺
陣
櫛

の
見
学
・
な
ら
び
に
遂
緋
障
制
絞

め
耐
火
総

①
時
間
火
険
一
綴
、
総
談
会
舟
町
撚

出
国
円
以
ぷ
@
⑤
は
十
二
月
一

日
午
後
一
時
か
ら
中
炎
穏
カ

務
究
防
で
行
な
い
ま
す
〉

@
掛
師
隊
突
浴
隊
側
、
各
地

阪
中
身
閣
間
隊
と
の
合
開
問
答
時
刑
務

期
間
(
明
細
口
材
米
総
〉

⑦
危
険
物
貯
蔵
所
、
殺
扱
所

の
予
防
査
察
ハ
十
一
月
二
十

七
員
、
コ
十
人
自
〉

③
火
災
予
時
間
績
低
間
募
.
ポ
ス

タ
ー
を
京
市
内
閣
VMmwh
轡
不

@
火
災
予
料
開
チ
ヲ
v
d
F
d
中
郡
山
内

人
市
絞
殺
に
溜
官
叩

品W

中
閉
山
内
小
中
今
絞
依
然
に
よ

る
火
災
予
防
ボ
九
タ
l
世
件
緩

〈
予
一
ル
閉
鎖
倒
中
舘
開
校
々

Y
タ

ー
に
展
示
い
た
し
ま
す
の
で

ど
覧
く
だ
宰
い
。
な
お
、
俊

秀
作
品
は
十
二
月
一
日
食
品

を
授
与
い
た
し
ま
す
。
)

こ
れ
ら
を
針
…
幽
し
て
お
り
ま

す
が
、
と
の
遂
動
の
効
祭
が
十

分
あ
が
る
よ
う
務
総
の
参
お
主

ど
協
カ
を
お
闘
い
い
た
し
ま

す。
次
に
、
火
災
予
防
上
の
こ
と

が
ら
に
つ
い
て
枠
同
意
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

V
健
一
一
皮
幾
終
の

使
い
方
に
つ
い
て

援
は
房
器
具
に
は
、
ガ
司
〈
、
ヤ
明

治
、
電
気
擦
の
ス
a
p
i
ヅ
な
は

じ
め
、
認
タ
ッ
、
火
縁
、
あ
ん

か
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ

9
ま
す
が

と
れ
ら
の
線
系
山
弘
、
使
い
は
じ

め
に
十
分
点
検
し
て
笈
入
試
を
緩

め
て
か
ら
後
潟
す
る
と
と
と

し
、
ま
れ
品
、
一
定
期
制
問
ん
時
と
手

入
れ
点
検
等
な
し
て
銘
全
な
状

綴
の
も
k
w
h
使
用
し
、
火
殺
つ

け
れ
か
ま
ま
の
持
ち
潔
び
ゃ
、
抽
間

出
口
惜
制
給
を
遂
げ
、
燃
え
や
す
い

物
が
近
く
に
な
い
よ
う
に
し
、

油
制
し
た
線
合
は
発
ゑ
に
滅
火
し

た
こ
と
を
務
総
す
る
よ
う
に
い

た
し
ま
し
ょ
う
。
石
油
閣
総
お
銭

の
務
放
も
多
発
し
て
い
ま
す
の

で
、
点
火
し
た
ま
ま
の
抽
聞
の
綴

お
や
氷
川
伊
笈
込
ん
で
な
い
ま
ま

か
ら
だ
昔
診
し
な
い
よ
う
十
分

注
意
し
た
い
も
の
で
す
。

V
出
思
議
に
祭
惜
附
し
た
幾
箪

等
の
儀
袋
に
つ
い
て

こ
れ
か
ら
雑
草
が
紛
れ
、
総

燥
す
る
と
非
常
に
燃
え
や
す
い

状
燃
と
な
号
、
マ
ッ
チ
一
本
市
耐

火
で
火
事
に
な
る
よ
う
な
状
線
山

と
な
り
ま
す
。

務
で
は
、
条
側
内
に
議
づ
い
て

そ
の
畑
地
別
組
役
滋
ゐ
て
お
り
ま
す

が
、
ま
だ
と
の
よ
う
な
総
険
状

蜘
織
の
所
が
た
く
意
ん
あ
ち
ま

す。
こ
の
条
例
の
幾
設
は
、
あ
く

ま
で
も
泉
分
の
続
奪
す
る
祭
織

に
つ
い
て
は
、
自
分
の
塙
ず
で
管

加
持
し
て
潔
境
安
よ
〈
し
、
ま

た
、
火
災
の
心
奴
を
な
く
そ

う
と
す
る
の
が
ね
ら
い
マ
す
か

ら
級
裁
の
ゑ
い
終
っ
て
い
る
波

地
を
所
有
す
る
ガ
は
、
な
る
べ

く
浮
く
州
刈
り
取
号
拙
閑
却
す
る
か

し
て
臨
時
去
し
、
火
災
発
生
の
念

殺
を
妙
臨
閉
す
る
と
と
も
に
線
機

綴
ん
拾
の
向
上
に
ご
協
カ
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

世
間
で
は
我
孫
子
宮
剛
健
作
和
議
。

入
凧
加
を
募
築
い
た
し
ま
す
。

と
れ
は
、
殺
孫
子
市
時
前
絞
怒

管
制
組
に
附
附
す
る
条
例
に
鈴
い
補

欠
入
疑
者
の
募
総
を
す
る
も
の

で
す
。ハ
入
時
物
資
務
}

。
市
内
に
緩
仲
間
ず
る
も
の
で

開
問
縁
側
帆
絞
ハ
揖
部
調
陣
胸
山
仰
な
し

て
い
な
い
が
察
機
ん
上
婚
相
糊
摺
同

係
と
問
問
鞘
掃
の
世
帯
鶴
岡
に
あ
る
も

の
、
そ
の
抽
出
婚
仇
刺
殺
を
合

h
U
〉
が
い
る
こ
と

。
宿
世
に
仲
杭
W
切
に
悶
闘
っ
て
い
器

ζ
'
Y
い
け
か
紛
ら
か
な
も
の
で
あ

弘一
m
p』
〉
』

。
間
昭
和
附
間
十

際
線
昨
胤
の
叙

入
が
次
母
療

に
該
数
十
る

も
の〈事
し
込
み

方
法
〉

。
市
営
経
宅

入
居
申
韓
間
滋

O
総
和
四
十

問
問
匁
度
給
与

支
払
経
組
問
鳴
謝

。
関
門
脱
出
級
幹
杭

総
務
童
同

V
品
地
検
物
(
ガ
ソ
ザ
ン
、
灯

油
刷
、
重
消
務
〉
の
常
態
取
緩

い
に
つ
い
て

時間一

mm問
、
総
統
絡
線
、

-g動
車

問
m
と
し
て
た
険
物
の
使
間
m
設
が

年
年
後
初
し
て
お
ち
ま
す
が
、

そ
の
除
夜
、
取
扱
い
設
に
つ
い

て
は
消
防
淡
で
抑
止
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
一
日
絞
家
昨
慌
の
俊
樹
開
設
は
ガ
ソ

F

Y
一一十

apり
'
t
p
ι

庁
、
灯
仙
川
夜

空
ッ
ト
化
庁
、
重
油
間
関
滋
"
フ
ッ
ト

ル
と
な
っ
て
お
号
、
ガ
Y
F
Y

や
灯
油
桝
た
ド
ラ
ム
告
で
際
人
ナ

る

ιと
な
違
法
で
、
ま
た
、
発

殺
に
危
険
で
す
。
も
し
、
ド
w
ブ

ム
』
聞
で
鱗
人
す
る
場
合
獄
、
開
刷

出
州
殺
す
る
と
と
も
に
貯
絞
漆
を

滋
号
、
安
命
ん
な
談
出
捕
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

ハ
噛
瀦
嚇
司
自
方
訟
}

。
遂
考
委
話
門
会
が
実
情
を
細
腕

査
し
、
仲
間
沼
町
田
国
窮
す
る
援

会
い
の
お
い
も
の
か
ら
入
録

者
を
決
旋
?
る

。
入
臨
加
者
を
選
考
す
る
縫
合

で
住
宅
の
関
銃
欄
織
山
抵
の
定
め

が
た
い
も
の
に
つ
い
て
は
公

隊
約
滋
に
よ
ち
入
級
者
宇
可
決

定
し
ま
す
。

(
入
滅
受
付
期
限
)

。
削
哨
府
和
田
間
十
五
年
十
一
月
十

六
日
か
ら
・
ゆ
ム
月
三
十
お
ま

で

者霊
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10月の人口動態

男女計

邸主主 13人 55人 128人

事法入 283人 289人 512人

死亡 西人 岳人 12人

転倒 171人 147人 318入

?容の人口
昭事145年10月31障害草在

十
月
一
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判的 t!d>宅;(~ 選議麟欝隠棲襲撃踏襲職騒騒醸理器輸臨機舗閣議離醗樹齢織脳細輯磁器議 t.:)宵に怒お
主謀方ばをそ汗全議罷語審理鵠欝稽守欝襲警事空襲欝諮噂擁護 警務難蒋痔響額曹警護器製顎轄欝護費iごと U の、で翁市

?2262日韓騒音盤輔議離鱗講義護憲諮麟藤諮蟻れ霊安お25
すばれを鉛 1:1:，、議襲撃番最欝櫨嘉義語義盤輔議欝語調騒議欝議選藤語譲饗izi 軒認す
。い告すっ5::1毒実滋巌翻脳綴議議以機織祭総経綴潟総器廃議蹴蹴綴媛滋綴綴懇l級磁怒努畿線認震滋毅滋護磁磁器翻機濠題2な主さ を十し窓会
い今季きての f悪に 山 山山 . - り 潔ま六まとに

zi33iid守:針路前立152iiiqt;22ミfi2223日ドili;22
告E 言事 事長 ! ア拝 す主 の 続 n 1 1滋伽{鰍ぴ闘に燃すると1::.

2 隊員均分限産量並立滋葉支及び霊安穏に隠するとと。
1 総合計療の文芸員及び鶏善意に善悪すると。

! 草署 i 3 革委主主のE民連事及び書事務喜子定t乙襲毒すると1::.
f長
言潟語
2 ll¥i1!<ffままの逮務封長室主tニ鶴ずること。 4 非常勤尊重災め任免に関すると主。

3 Yi古事国致事者l'tti普及tF9謀総合言i滋等の主主f是認怒i二関するこ主。 5 草費負fill徐に関ずる ζ主。
王係室 4 主主f会話霊祭対策に隠すること。 奇 襲安災の研修に燃すること。

st ? 軍吉員の去最多及v'h需要聖母支草舎に関すること。告 総量買事望者年及び努事務改議主立びiこ事務総分自審理主主研究に島署すること 自給与事IJI主の繍査研究に践すると主。
6 ~寺命事撲に善寺すると主。 雪 産室長託手当の総主主iこ関すると主。

7 :th緩む滋/11li'，'(J' 1と註勺同Jil!n告発に符うなう健会議室認調教に隠す ぬ l隊践の罪!iW事ゑ及び韓;発~~管理に関すると主。

ること。 F長 11 ，Ij町村等議員jl，・1庁総会及びj思敵手滋総会tこ関すること。
金 fi 12幕議長の公務i見害総皇室t乙関するこ1:.

13非常持草議長えの公務災後議皇室tこ関することa
1 ，軽量警に関すること。 14理主終の翁詞践に関すると主。

F品
2 3ど民芸及11主義父11:関すること。

商 ，'( i 議案の芸者事喜及び議議会とめ主義絡に関することの著書 3 庁芸議に関するとと。
!It 2 4'r顎;室豪華均所及び総数本部との遼終審唱慾に関すること。

主義 4 行事守主主苦言寄査に品目すること。
3 tVJ災会議及び災害対淡ヰド著書iこ燃すると1::.5術後会等t乙関すること。 務

空襲 話事 4 本rr害警のKit.持管潔及'O'i管絡に隠すること。
品 ほうtま及び表提言手に高唱するこ主。 {事

5 'Iζ庁舎の電気援護霊及び汽{習のま義待管理に喜善ずること。7 陳情及び議織に係る漆絡潟盤iニ持者すると土
岳本rr会号事務索以外の後期待官fに隠するとと。

詰 寺舎lJlJ織の惑を草寺i畿に関すること。
ま註 7 学芸葬;ζ関すること。

ま患 苦手長rT祝祭翁の連絡に鈍すること。
意 その除、主主喜寝室撃の主主管tと潟きないこと。

雲L穂係友

1 m広報のき語集発行に匡与するとと 3
ま事 ! 1紛糾蹴及び総入契約t乙燃すると1:.

主主 2 m善寺要書記の編集発行?と関するこ1:. m I 2 物品のま撃事善及び不}語必の処分iこ隠することu
3 L言語i器材のを雪渓に関すること。 J$t 3m書家鮮総扱事:fJ翠及び望者五主運転に燃するとと。
4 その{車広報器~~詰l 践すること。

部 if， 4 共用車F曜の告をF喜望1'，理に長号すること。
官l 5 季語送機関との漆絡に関すること。 5 3む1君寧掲の望室綴2え'O'i'l'J車に関すると1::.

6 {E民穏議及び行政策1斉務言葉it:関すること。 岳その却1用度tと燃すること。
7 !tJ)，'主許諾1I誌との宝章f;Hこ関するζ主。

撃ま 1 理事務総理事iニ関するとと。

i 予算の線数及び綴1長ヒ関すると主ニ。 察
2 孝義検事務守主ままきに関するこ1:.

j討
2 予算の執行祭主主及び余計必緩の起梁5愛塁塁?と関ずること。 3 II'kJミ<1)R妥務の監察に燃するζ 1::.

E主 3 ftf数針演ーのj高波及び警毒殺に関すると主α i祭 4 事務‘司王芸震の護r.l撃に関するζと。
事事 4 治方交付税に燃すること。 5 奪議員のE禁欲索ftl花関すると主。

5 詩7債及'0'-涛借入金等滋語誌に隠するとと 1 条例、銀Jlfi.護者規E主導のiJilJ援母文様及び公袋に善導すると主。 j

世3 6 Jt守語文状況の公表及ひとl1t務1高級きをに泌すキこと。 ?i<: 2 t時農業高祭の綴然発行に喜還するこ1::.
? その{車財致事こ信号すること。 ?i<: 3 'i言報及び法1君主義主義昭管理9襲撃まに衡するとι。

政 8 望号持金iニ関すると主。 害警 著書 4 公持1に燃すること文書聖の級事e:&び発五去に関すると主。
草署
係
5 文芸撃のi反百~1えび発遂に担帯するとこ主。

言書 I ~糊憾の 終 品交番のま車窓保存2えび禽1事管理tと関すると主。
寺子 2 幹事ぎ立すE菱自線変2えがまま飽皇室銭iニ詩書すること。 7 ?i<:黍.季語警察、識絞殺等の事争議及び郎総に関すること。
対 3 財産会緩の作成車産擦に喜毒すると色。 S 庁内幸途3立U'lTP言放五告に隠するとと。

4悪 4 ffl手il1t，疫の損害保険}こ関すること。 9 霊昔話3老後に詩書するこん
5 ~謀議財産擦に掬するとと。 10そのf車交響に罰毒すると記。

6 ヱ議言語魚毒事のま襲名参加綴及び入札契約iこ関するとと。
|資料費 1 fU誌カードの皇室E里，容量管2えぴ童話用II:D還すると1:.7 その他校長きに詩書するζと。

s 若葉書守合金震の作成及綴iこ罪者するこ主。
統芸
1 ~量2主ぴ県の3長官毛主主計Iこ関すること。

事 自重喜怒り損害警保室長及び交通事長女の怒滋に事号するcと。 2 自主総計溺愛~詩書するとと。
I 4 41-滋ま主計資料の隊員長室主滋に関すると主。
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